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四十四田ダムには色とりどりのボートが並び、スタートの時を待ちました。 

 競技内容は、四十四田ダムをスタートし、開運橋までの８㎞のタイムを競い、その後南大橋まで約３㎞を自由に下

るタイムレースと、全行程を自由に下るフリーレースの２部門があります。当事務所からもタイムレース４組、フリー

レース１組が参加しました。私も、タイムレースに出場し、緊張しながらゴムボートに乗り、漕ぎはじめました。

北大橋上流の「北フォール」と呼ばれる最初の難関を越えると、次の難関は川の幅が狭くなる夕顔瀬橋周辺。緩や

かな流れの中に、時々襲ってくるこのスリリングなポイントにドキドキしながらも、難関を越えたときの達成感はたまり

ません。アクシデントにも備え、スタッフの方が待機していますので、安心して川下りを楽しむことが出来ます。

 水しぶきを浴びながら、他の皆さんも楽しそうに川下りを楽しんでいました。 橋上や河川敷には多くの方がかけつ

け、温かい声援で選手を元気づけ、大会を盛り上げました。

    平成２８年７月２４日（日）、「第４０回盛岡・北上川ゴムボート川下り大会」が

開催され、快晴の空の下、７９２艇１５８４人の方が川下りを楽しみました。

 また、今年は岩手国体の年です。閉会式には、大会参加者が見守るなか、炬火の（聖火）の採火式も 

行われ、岩手国体へバトンを繋ぐ、記念すべ き大会となりました。

大会を盛り上げた選手の皆さん、応援にかけつけた皆さん、お疲れさまでした。

７月８日（金）、安全利用点検を実施しました。

 利用者が多くなる夏休みを前に、柳平水辺公園、松

園水辺公園、四十四田公園の３箇所を点検し、危険

な箇所がないか点検を行いました。 危険な箇所に

ついては、対応を実施済みです。

夏休み前の安全利用点検 

を実施しました 

水辺の階段に樹木繁茂し、

危険

大会開会式

難関の北フォール

スタートを待つたくさんのボート

四十四田ダムスタート

ゴール地点の開運橋

繁茂した樹木を伐採し、

安全を確保

ダムカフェも出店しました

きょか



● 水温 １９．９℃ ● ＰＨ ７．５

● ヒ素 なし ● ＣＯＤ ３．０ ㎎/ｌ
（水質悪化の指標：３以上）

☆ 今回も水質に異常がありませんでした

四十四田の水質 （6月8日採水） 編集後記

 「第４０回盛岡・北上川ゴムボート川下り大会」に参加し

ました。橋上や河川敷には応援にかけつけた方々がいて、

選手皆に声をかけてくれます。川から見る景色や、人の温

かさに、盛岡の良さをしみじみ思う川下りでした。（内）

始動！！ 北上川ダム統合管理事務所では、ダムに関する情報をお知らせする

Facebookページを開設しました。当事務所の女性プロジェクトメンバーが中心

となり、四十四田ダム・御所ダム・田瀬ダム・湯田ダム・胆沢ダムのイベント等

の情報を、わかりやすくお伝えしていきたいと思います。

北上川ダム統合管理事務所 Facebook はこちら↓
https://www.facebook.com/kitakato.thr.mlit/ 

皆さんからの、『いいね！』 『シェア』 宜しくお願いします。

～もりおかエネルギーパーク～ 

７月１日（金）もりおかエネルギーパークの一環として、四十四田ダム見学がありました

再生エネルギーを利用した施設を見学し、皆さんに環境について考えていただこうとい

う盛岡市の企画です。今回は四十四田ダムに、１６名の参加者が訪れました。ダム内部

を見学し、水力発電との関わりについて学ばれました。

四十四田ダムをライトアップしています 

 四十四田ダムでは、『森と湖に親しむ旬間』にあわせ、７月２１日（木）～７月３１日（日）の

１９時～２２時まで、ライトアップを実施しています。ライトアップされ、照らしだされたダムは、

昼に見るコンクリートの固いイメージと少し違います。今年は、ダムゲート付近の照明も点灯

しています。近くをお通りの際には、四十四田ダムのライトアップもぜひお楽しみ下さい。

 南部片富士湖には、国外から持ち込まれた外来魚の

オオクチバスが生息しています。外来魚であるオオクチ

バスが多く生息することによって、もともといた在来魚な

どへの影響が心配されます。

 オオクチバスは、特定外来生物に指定され、飼養、栽

培、保管、運搬、輸入が規制されています。

 このような中、当事務所では南部片富士湖及びその周

辺の河川の自然環境を把握するとともに、平成２１年か

らオオクチバスの生態実態に関する調査に取り組んでい

ます。

７月１５日（金）松園セラバンド・ウォーキングサークルの皆さん２５名が、四十四田ダ

ムを訪れました。ダムの湖畔にある遊歩道などをウォーキングしながら、ダム内部の監

査廊などを見学していかれました。

 四十四田ダムの近くに住んでいても、なかなか立ち寄ることがなかった、というお話も

あり、今回の見学で、四十四田ダムを身近に感じていただけたのではないかと思います。 

～松園セラバンド・ウォーキングサークル
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盛岡エネルギーパーク参加者

の皆さん 

 電気ショッカーを船から水中

に入れ、電気ショックにより浮

かんできた魚を捕獲し調査し

ます。

 どのような魚が生息し

ているか調べるとともに、

オオクチバスの生態実態

を把握します。
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